
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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12、13、14日＝夕刊特集ワイド

13日（火）＝１、３面

岸田文雄大研究

競走馬の世界に飛び込んで 11日（日）＝１、３面

岸田文雄首相＝
写真＝の就任から
１年あまりがたち
ました。「聞く
力」を掲げて船出
し、ソフトな語り
口やスマートな身
のこなしも相まっ
て「いい人っぽ

い」との印象でし
たが、安倍晋三元
首相の銃撃事件以
降は潮目が変わり、
支持率が下落を続
けています。「物
足りない」「頼り
ない」という声し
きりの岸田首相に

ついて、高校、大
学時代の友人や恩
師、岸田首相を支
える国会議員らに
取材し、３回シ
リーズで人物像を
描き直してみまし
た。

セット

日本中央競馬会に馬主
登録をするクラブ法人
「シルクレーシング」の
代表を務める米本昌史さ
ん（47）＝写真右＝は、
37歳になる手前で競馬界
に入りました。前職の不
動産業を「天職」と思っ
ていたのですが、ある縁
に導かれるように未知の
世界に飛び込んだのです。

初任地は福島・中通り
の育成牧場「ノーザン
ファーム天栄」。東日本
大震災で、坂路（傾斜を
設けた調教コース）が崩
れていました。米本さん
に再建を託した牧場トッ
プの指示は「とにかく山
にぶつけろ」。場内の山
裾を生かして坂路を改修
することを命じたのです。

不動産業で培った人脈や
知識を生かし再建にこぎ
着けますが、苦労はそれ
だけではありませんでし
た。自らのゴールを目指
して走り続ける米本さん
の挑戦に迫ります。

会談に臨む（右から）自民党の茂木敏充幹事長、立憲
民主党の岡田克也幹事長、日本維新の会の藤田文武幹
事長＝国会内で2022年12月５日撮影
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10日に閉会した臨時
国会では、「犬猿の
仲」と言われた立憲民
主党と日本維新の会が
国会運営で初の共闘路
線を組みました。消極
的な政府・与党を揺さ
ぶり、世界平和統一家
庭連合（旧統一教会）

の被害者救済法の成立
にこぎつけるなど一定
の成果を挙げました。
焦った自民は維新への
接近を強めようと躍起
になっています。
政界で何が起きてい

るのか。その舞台裏を
探ります。
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